
国立大学法人筑波大学 指定国立大学法人構想工程表

海外教育研究ユニット招致及び国際テニュアトラックを軸とした国際頭脳循環の加速

研究循環システムの推進・深化、世界展開研究拠点形成機構（仮称）による世界最高水準の研究拠点形成

研究センター
期末評価

研究センター
中間評価

研究センター
期末評価

研究センター
中間評価

研究センター
期末評価

研究センター
中間評価

研究センター
期末評価

研究センター
中間評価

査読付き論文数：3,364報
Top1%ジャーナル論文数：78報
著書数：62冊
科研費の教員あたり採択数：0.66件

査読付き論文数：5,000報
Top1%ジャーナル論文数：180報
著書数：200冊
科研費の教員あたり採択数：0.9件

第4期中期目標・計画期間 第5期中期目標・計画期間 第6期中期目標・計画期間 第7期

2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040
学問分野の壁を超える研究力強化

企業の研究部門を学内誘致し、B2A（Business to Academic)研究所を設立

①国際頭脳循環による国際水準
を超えた研究力の強化

【2018年】

査読付き論文数：4,000報
Top1%ジャーナル論文数：130報
著書数：130冊
科研費の教員あたり採択数：0.75件

海外教育研究ユニット
設置累積数13件

海外教育研究ユニット
設置累積数18件

海外教育研究ユニット
設置累積数25件

②異分野横断による新たな研究
分野の創出

異分野横断型リサーチユニット
認定件数155件

異分野横断型リサーチユニット
認定件数200件

異分野横断型リサーチユニット
認定件数250件

学術センター制度をインキュベーターとして推進

世界展開研究拠点形成機構に
よる支援体制の確立

学術センター制度の確立

③人類社会に新たな価値を生み
出す研究成果の創出

【2018年】

【2018年】

B2A研究所 ２研究所 B2A研究所 5研究所 B2A研究所 10研究所

制度確立

産学共著論文
被引用数 15回

産学共著論文
被引用数 20回

産学共著論文
被引用数 30回

海外共同研究者数
1711人

海外共同研究者数
2,500人

海外共同研究者数
3,400人

産学共著論文
被引用数 12.8回

【2018年時点平均】
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第4期中期目標・計画期間 第5期中期目標・計画期間 第6期中期目標・計画期間 第7期

2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040
国境や組織の壁を超える人材育成

検証・改善全学展開への課題整理

【2031年度～】
段階的全学展開及び学群改組

留学生獲得・支援体制の不断の改善・強化戦略的海外広報・リクルートの実施＜海外拠点機能強化を含む＞

留学生等枠拡大に応じた課題整理・段階的実装・体制再整備

実施・受入準備／入試

【2035年度～】
全ての学生に対する

チュートリアル型教育の実装

卓越大学院プログラムを活用した
学際プログラムの発展・拡充

「新学際創造学術院（仮称）」の開設並びに
「大学院一組織化」の検討及び開設準備

大学院新体制によるダブル・メン
ター制とリバース・メンター制の
全学展開

海外分校開設
・2023以降.秋：第1期生入学
・2027以降.夏：第1期生卒業

受
入
準
備

チュートリアル型教育プログラムの開設
【2025年度開始～2028年度年次進行完了】

開設

【2027年度】新学際創造学術院（仮称）」
開設（学年進行：～2031）

大学院進学率（M⇒D）
12.8％

大学院進学率
（M⇒D）20％

大学院進学率
（M⇒D）30％

【2018年】

大学院進学率41.2％ 大学院進学率50％ 大学院進学率70％

【2018年】

①デザイン思考教育の全学展開
－全学的チュートリアルによる
人材育成－

②先進的な「高度」学際型教育
の実現

③国際社会で活躍する優秀な外
国人等人材の育成

④筑波大学の教育システムの輸
出・国際展開

チュートリアル教育
対象学生（学年100人）

チュートリアル教育
対象学生（学年1,600人）

チュートリアル教育
対象学生（学年40人）

チュートリアル教育
対象学生（学年300人）

外国人学生数
3,537人

【2018年】
外国人学生数
5,000人(30%)

「大学院一組織化」の検討
及び開設準備

チュートリアル教員育成プログラム
の構築・実施・改善・検証

プログラムの全学展開チュートリアル教員
育成プログラムの構築
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地球規模課題の解決に資する研究成果の社会実装

ベンチャーエコシステムの構築と推進
アントレプレナーシップ教育の拡充→スタートアップの推進→資金調達による企業の成長促進→ビジネスの拡大による利益の獲得→大学への資金（寄附金、有価証券、共同研究費）のリターン

外部法人の設立

未来社会に向けた新たなサービス創出
医療MaaSの推進、スーパーシティ構想の実現

第4期中期目標・計画期間 第5期中期目標・計画期間 第6期中期目標・計画期間 第7期

2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040

海外のサイエンスシティと協働した社会実装の実施
グルノーブル大学（フランス）・ボーフム大学（ドイツ）との協働による社会実装

大学発ベンチャーの国際展開
海外産学連携拠点整備 教員・学生・大学発ベンチャー等海外派遣 国際展開できるベンチャーの成長促進 国際的な産学共同研究展開

①ベンチャーエコシステムの構
築と大学発ベンチャーの国際展
開

②ニーズドリブン型開発研究の
推進

③筑波研究学園都市を未来実験
フィールドとするチャレンジ
フィールドの開拓と活用

④筑波研究学園都市を活用した
国際連携

大学発ベンチャー共同研究
受入額 2億円

大学発ベンチャー共同研究受
入額 5億円

ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ150名 ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ300名 ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ1000名

【2018年】
ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ 500名

アントレプレナーシップ教育の拡充

海外オフィス（LII）、
CICの設置

大学発ベンチャー共同研究受
入額 7.5億円

ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ累計144社 ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ累計300社
【2018年】

ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ累計500社

スピンアウトレイズ 50
億円

スピンアウトレイズ 70億
円 スピンアウトレイズ 100億円

資金運用システム構築
外部法人数 2件 外部法人数 3件
ニーズドリブン型産学共同
研究数 10件

ニーズドリブン型産学共同研
究数 20件

つくば未来都市ラボ設置 実施プロジェクト 5件 実施プロジェクト 10件

新ファンドの設置 新ファンドの拡大
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第4期中期目標・計画期間 第5期中期目標・計画期間 第6期中期目標・計画期間 第7期

2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040
多様な取組を支えるためのガバナンスの強化

財源の多様化と好循環による財務基盤の強化

海外同窓会への多様な働きかけ及び有価証券等による寄附金等の戦略的拡大

多様な属性を持つ人材の採用を推進

設置(2021)・運用開始
本格運用・人材育成・組織見直し・持続的改革・高度化

累計450名規模の戦略的教員採用 累計900名規模の戦略的教員採用

「循環型方式」による若手教員の積極的かつ大規模な採用

若手教員（承継教員）比率を25％

若手教員（常勤教員）比率を30％

特別上席教授等柔軟な教職員人事の展開

①本部主導による戦略的な教員
採用

②多様な構成員の確保と教職員
の在り方の見直し

③「大学経営推進局」（仮称）
の設置によるガバナンスの強化

事務職員の特性に応じた高度化・RPAの推進、AIやICTの活用の推進を通じた業務処理の高度化

①ベンチャーエコシステム等を
活用した財源の拡大と戦略的資
金運用の強化

②大型の産学共同研究の推進に
よる外部資金の拡充

③産学連携の国際展開による外
部資金の獲得強化

基金累計
13億円

基金累計
70億円

基金累計
23億円【2018年】

投資効果の高い金融商品の運用拡大
運用益
0.4億円

運用益
1.5億円

実務経験者の登用、
業務委託等

共同研究受入額
17億円

共同研究受入額
62億円

共同研究受入額
42億円

【2018年】

共同研究受入額
32億円

大学発ベンチャー共同研究
受入額 2億円

大学発ベンチャー共同研究
受入額 5億円

大学発ベンチャー共同研究
受入額 7.5億円

【2018年】

【2018年】

B2A研究所・外部法人の設立等による共同研究の受入拡大

海外から投資を受ける大学発ベンチャーとの共同研究拡大


